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新型コロナ対策への示唆 

オンラインでの交流をしている人は 

うつ発症リスクが3割少ない（オッズ比） 
 

現在、新型コロナウイルス感染症が流行し、人との対面交流が控えられています。特に社会的に孤

立した高齢者は、抑うつ傾向が高いことが明らかになっています。そこで、感染リスクが抑えられるイン

ターネットを用いた非対面交流がうつ発症を予防できるかを、65歳以上の高齢者9199名を2013年

から3年間追跡したデータを用いて分析しました。インターネットを友人や家族との交流手段として使

用していた人は、3年後のうつ発症リスク（オッズ比）が約３割少なかったことがわかりました。一方、シ

ョッピングや情報収集目的でのインターネット使用ではそのような結果は見られませんでした。 

 

  お問合せ先： ハーバード大学公衆衛生大学院 武見フェロー 中込敦士 bay2item@yahoo.co.jp
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■背景 

新型コロナウイルス感染症が流行し、人との対面交流が控えられています。特に社会的に孤立した高齢者は、抑う

つ傾向が高いことが明らかになっています。感染リスクが抑えられるインターネットを用いた非対面交流が注目され

ていますが、うつ病などの予防に有効かは分かっていませんでした。 

■対象と方法 

2013年に実施したJAGES（Japan Gerontological Evaluation Study, 日本老年学的評価研究）調査に参加しうつ

症状のない65歳以上の高齢者9199名を約3年間追跡し、インターネット使用とうつ発症との関連について分析しま

した。インターネット使用は目的別に評価し（友人や家族との交流、ソーシャルメディア、情報収集、医療施設の検

索、薬やビタミン剤の購入、オンラインショッピング、オンラインバンキング）、うつ症状は高齢者用うつ尺度（15項目

版geriatric depression scale）5点以上、もしくは治療中かどうかで発症を定義しました。年齢、性別、手段的日常

生活動作、慢性疾患数、婚姻状況、独居、収入、教育歴、就労の有無、友人との対面交流、情緒的ソーシャルサ

ポートを調整して統計学的な評価を行いました。 

■結果 

インターネットを使用していた人のうち、友人や家族との交流目的に使用している人が最も多く52.1%を占めました。

年齢、性別、手段的日常生活動作、慢性疾患数、婚姻状況、独居、収入、教育歴、就労の有無、友人との対面

交流、情緒的ソーシャルサポートを調整しその影響を取り除いた結果、友人や家族との交流を目的にインターネット

を使用していた人はうつ発症リスクが低いことがわかりました（オッズ比0.68、95%信頼区間：0.51-0.89）。友人や家

族との交流を目的にインターネットを使用していた人のうつの予測発症率は8.1% （95%信頼区間：6.2–10.1%)であ

り、インターネットを使用していなかった人と比較して3.4%低下していました（インターネットを使用していなかった人の

予測発症率：11.5%（95%信頼区間：10.6–12.3%)。他のインターネット利用目的ではそのような結果は見られません

でした。 

■結論  

友人や家族との交流を目的にインターネット使用していた人では、うつ発症が少ないこと分かりました。 

■本研究の意義  

新型コロナウイルス感染症流行に伴い、新しい生活様式への移行が求められています。特に重症化リスクの高い高

齢者においてはインターネットなどを利用した非対面交流の重要性が増しています。本研究は、インターネットを使っ

た友人や家族との交流によりうつなどの精神的不調を予防できる可能性を示しました。 
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